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鵠
の
暗
く
夜
1
『
平
家
物
語
』
頼
政
説
話
に
関
す
る
一
考
察
 
 

内
田
 
康
 
 
 

ぬ
え
 
 

は
じ
め
に
 
ー
 
虎
鵜
の
鳴
く
夜
 
 

治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
 
五
月
、
以
仁
王
と
と
も
に
平
家
打
倒
を
目
指
し
た
源
頼
政
 
 

は
、
宇
治
川
で
の
奮
戦
も
空
し
く
遂
に
敗
れ
平
等
院
に
て
自
害
、
七
十
七
歳
の
生
涯
を
 
 

閉
じ
た
。
だ
が
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
以
仁
王
の
 
「
令
旨
」
 
に
呼
応
し
た
各
地
の
源
氏
 
 

が
挙
兵
、
平
家
は
徐
々
に
滅
亡
へ
の
道
を
歩
ん
で
行
く
…
。
『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
、
 
 

源
氏
を
中
心
と
す
る
平
家
討
滅
の
魁
と
し
て
、
頼
政
が
果
た
し
た
役
割
は
決
し
て
小
さ
 
 

く
は
な
い
。
け
れ
ど
も
彼
の
経
歴
を
彩
る
挿
話
の
う
ち
、
そ
の
名
声
を
今
に
最
も
よ
く
 
 

伝
え
る
も
の
は
、
む
し
ろ
宮
中
で
の
妖
怪
変
化
－
所
謂
「
鶉
」
－
退
治
に
纏
わ
る
物
語
 
 

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

現
在
、
一
般
的
に
流
布
し
て
い
る
「
鶴
」
 
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
恐
ら
く
覚
一
本
『
平
 
 

家
物
語
』
に
記
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
像
容
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
 
 

『
平
家
』
の
「
鶴
」
説
話
は
、
寛
一
本
で
は
巻
四
に
お
け
る
頼
政
敗
死
記
事
に
続
き
、
 
 

時
代
を
潮
る
こ
と
三
十
年
近
く
前
の
、
彼
の
嘗
て
の
功
名
渾
と
し
て
語
ら
れ
る
。
こ
の
 
 

変
化
の
物
は
黒
雲
と
と
も
に
飛
来
し
、
夜
毎
天
皇
を
脅
か
し
た
が
、
頼
政
に
よ
っ
て
射
 
 

キ
マ
イ
ラ
 
落
と
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
複
合
獣
は
、
例
え
ば
中
国
で
こ
そ
『
山
海
経
』
の
中
 
 

（
2
）
 
 

な
ど
に
古
く
か
ら
見
え
て
い
る
が
、
日
本
で
は
少
な
く
と
も
こ
の
時
代
ま
で
の
他
文
献
 
 

か
し
ら
は
猿
、
む
く
ろ
は
狸
、
尾
は
く
ち
な
は
、
手
足
は
虎
の
姿
な
り
。
な
く
馨
鶴
 
 

（
1
）
 
 

に
ぞ
に
た
り
け
る
。
 
 

（
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
巻
四
 
「
鶴
」
）
 
 

に
見
当
た
ら
ず
、
蓋
し
『
平
家
物
語
』
と
い
う
歴
史
叙
述
 
－
 
文
芸
と
の
密
接
な
関
わ
 
 

り
の
中
で
そ
の
産
声
を
挙
げ
、
『
平
家
物
語
』
と
と
も
に
成
長
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
 
 

る
。
こ
れ
は
文
化
の
一
環
と
し
て
の
妖
怪
研
究
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
も
、
き
わ
め
て
 
 

興
味
深
い
こ
と
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
本
文
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
変
化
の
物
は
、
単
に
鳴
く
声
が
 
 

「
塊
」
に
似
て
い
た
、
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
が
「
鵠
」
と
呼
ば
れ
 
 

（
3
）
 
 

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
数
多
い
『
平
家
』
の
異
種
本
に
お
い
て
も
全
て
 
 

共
通
す
る
。
一
方
、
覚
一
本
系
『
平
家
』
の
こ
の
章
段
を
本
説
と
し
て
書
か
れ
た
と
考
 
 

え
ら
れ
る
世
阿
弥
作
曲
の
謡
曲
 
「
鶴
」
 
で
は
、
シ
テ
が
、
 
 

と
自
ら
名
乗
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
遅
く
と
も
一
五
世
紀
初
頭
、
世
阿
弥
が
活
 
 

躍
し
て
い
た
頃
ま
で
に
は
、
す
で
に
こ
の
妖
獣
自
体
が
 
「
鶉
」
 
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
 
 

ト
■
7
 
っ
て
い
た
こ
と
が
覗
え
る
。
そ
し
て
「
鶴
」
と
は
何
か
と
言
え
ば
、
現
代
の
日
本
で
「
虎
 
 

ツ
グ
ミ
 
 

鵜
」
と
い
う
鳥
に
当
た
る
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
ヌ
エ
は
夙
に
『
万
葉
集
』
や
『
古
 
 

事
記
』
歌
謡
の
中
で
も
歌
わ
れ
て
い
た
が
、
平
安
時
代
に
な
る
と
凶
鳥
と
し
て
忌
ま
れ
 
 

る
よ
う
に
な
り
、
院
政
期
の
日
記
『
殿
暦
』
や
『
台
記
』
な
ど
に
は
、
「
塊
」
 
の
声
を
聞
 
 

い
た
こ
と
を
慎
み
や
物
忌
と
結
び
つ
け
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
『
和
名
類
釆
 
 

抄
』
が
『
漢
語
抄
』
（
侠
書
）
 
に
基
い
て
漢
字
の
 
「
鵠
」
 
に
 
「
沼
江
 
（
ぬ
え
）
」
 
の
和
訓
 
 

を
当
て
、
さ
ら
に
『
唐
韻
』
の
「
鶉
」
に
付
さ
れ
た
「
怪
鳥
也
」
と
い
う
説
を
引
用
し
、
 
 

後
続
の
『
類
衆
名
義
抄
』
『
色
葉
字
類
抄
』
な
ど
も
皆
こ
れ
に
倣
っ
た
た
め
に
、
ト
ラ
ツ
 
 

グ
ミ
と
し
て
の
 
「
鶉
」
 
に
不
吉
な
 
「
怪
鳥
」
 
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
し
ま
っ
た
も
の
 
 

（
1
ヱ
 
で
あ
ろ
う
、
と
の
考
察
が
山
口
仲
美
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
は
近
衛
の
院
の
御
宇
に
、
頼
政
が
矢
先
に
掛
か
り
、
命
を
失
ひ
し
繚
と
申
す
者
 
 

T
ユ
 
の
亡
心
に
て
候
、
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こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
周
知
の
よ
う
に
源
頼
政
に
は
、
妖
怪
変
化
と
し
て
の
 
 

「
鶴
」
で
は
な
く
、
鳥
の
方
の
「
鶉
」
を
射
た
と
い
う
説
話
が
『
十
訓
抄
』
（
一
二
五
二
 
 

年
成
立
）
に
見
え
、
『
平
家
物
語
』
の
諸
異
種
本
も
、
妖
獣
退
治
の
逸
話
と
と
も
に
、
「
怪
 
 

鳥
」
退
治
の
こ
と
を
も
記
し
た
も
の
が
多
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
『
平
家
』
と
『
十
訓
 
 

抄
』
説
話
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
夙
く
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
に
指
摘
が
あ
り
、
 
 

（
丁
）
 
 

（
6
）
 
さ
ら
に
山
田
孝
雄
氏
や
阪
口
玄
華
氏
に
よ
っ
て
、
本
来
一
つ
の
説
話
が
二
つ
に
分
か
れ
 
 

た
と
考
え
ら
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
怪
鳥
か
妖
獣
か
、
『
平
家
』
収
録
の
頼
政
説
話
 
 

の
関
係
づ
け
を
め
ぐ
つ
て
は
、
物
語
全
体
に
お
け
る
配
置
を
も
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
も
 
 

様
々
に
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
異
種
本
ご
と
に
、
単
純
に
二
分
類
し
た
だ
け
 
 

で
は
済
ま
な
い
多
く
の
内
容
的
差
異
が
存
す
る
こ
と
も
あ
り
、
統
一
的
見
解
を
見
出
せ
 
 

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
こ
の
説
話
に
何
故
か
か
る
多
様
な
展
開
が
 
 

生
じ
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
説
話
に
よ
る
歴
史
叙
述
と
も
言
え
る
 
 

『
平
家
物
語
』
と
い
う
作
品
の
生
成
過
程
に
迫
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

「
 
二
つ
の
 
「
鵠
」
説
話
 
 

ま
ず
、
当
該
説
話
二
種
に
つ
い
て
、
仮
に
妖
獣
退
治
の
方
を
（
「
鵠
」
説
話
・
甲
）
、
 
 

怪
鳥
退
治
の
方
を
（
「
鵠
」
説
話
・
乙
）
と
し
て
、
『
平
家
物
語
』
諸
本
に
お
け
る
各
々
 
 

の
所
載
状
況
を
十
二
巻
本
で
の
相
当
箇
所
に
よ
っ
て
示
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
 
 

イ
、
十
二
巻
本
で
巻
一
に
（
乙
）
、
巻
四
に
（
甲
）
を
所
収
。
・
：
四
部
合
戦
状
本
 
 

ロ
、
十
二
巻
本
で
巻
一
に
（
乙
）
 
の
み
所
収
。
巻
四
は
関
係
記
事
な
し
。
…
長
門
本
 
 

ハ
、
十
二
巻
本
で
巻
一
に
（
乙
）
を
所
収
。
巻
四
は
欠
巻
で
状
況
不
明
。
 
 

‥
・
屋
代
本
・
南
都
本
 
 

ニ
、
十
二
巻
本
で
巻
一
に
 
（
甲
）
を
所
収
。
巻
四
は
欠
巻
で
状
況
不
明
。
 
 

…
『
源
平
閑
静
録
』
 
 
 こ

れ
以
外
の
異
種
本
に
関
し
て
は
、
以
下
、
必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
 
 

い
。
こ
の
中
で
、
巻
四
で
「
鵠
」
説
話
を
語
る
も
の
は
、
先
述
の
と
お
り
、
頼
政
の
敗
 
 

死
記
事
に
引
き
続
い
て
彼
の
過
去
の
事
績
を
回
顧
す
る
文
脈
に
お
い
て
、
ま
た
巻
一
の
 
 

方
は
、
頼
政
存
命
の
嘲
、
加
賀
国
の
国
司
・
藤
原
師
高
兄
弟
の
悪
政
に
端
を
発
し
た
、
 
 

比
叡
山
衆
徒
ら
に
よ
る
朝
廷
へ
の
強
訴
を
阻
止
す
る
場
面
で
、
物
語
に
よ
う
や
く
本
格
 
 

的
に
登
場
し
た
彼
を
紹
介
す
る
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
 
 

う
に
、
当
該
説
話
の
考
察
に
際
し
て
は
、
説
話
自
体
の
内
容
的
差
異
の
み
な
ら
ず
、
そ
 
 

れ
が
作
品
の
ど
の
位
置
で
語
ら
れ
て
い
る
か
を
も
、
同
時
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 
 

こ
の
説
話
の
異
種
本
ご
と
の
梗
概
を
、
内
容
的
に
関
連
が
深
い
と
さ
れ
る
『
十
訓
抄
』
 
 

と
も
対
比
し
っ
つ
示
し
て
み
る
。
但
し
表
に
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
「
ハ
」
で
は
屋
代
 
 

本
、
「
へ
」
で
は
延
慶
本
に
代
表
さ
せ
、
ま
た
分
量
も
多
く
、
明
ら
か
に
二
種
の
説
話
を
 
 

（
8
－
 
 

縫
合
さ
せ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
『
源
平
盛
衰
記
』
は
、
表
か
ら
外
し
て
別
に
考
え
る
こ
 
 

と
に
し
た
。
さ
ら
に
、
一
本
で
二
つ
の
説
話
を
収
め
る
四
部
合
戦
状
本
お
よ
び
建
慶
本
 
 

（
寛
一
本
も
）
の
場
合
、
便
宜
上
、
前
者
巻
一
の
第
一
説
話
（
＝
（
乙
）
）
を
「
四
部
本
 
 

A
」
、
巻
四
の
第
二
説
話
（
＝
（
甲
）
）
を
「
四
部
本
B
」
と
し
、
後
者
巻
四
の
第
一
説
 
 

話
（
＝
（
甲
）
）
を
「
延
慶
本
I
」
、
第
二
説
話
（
＝
（
乙
）
）
を
「
延
慶
本
Ⅱ
」
と
呼
ん
 
 

で
区
別
し
た
。
そ
し
て
、
（
甲
）
の
み
を
巻
四
に
載
せ
る
「
ホ
」
に
つ
い
て
は
、
本
文
が
 
 

ほ
ぼ
「
延
慶
本
I
」
 
に
同
じ
で
あ
る
た
め
、
や
は
り
こ
れ
で
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
 
 
 

ホ
、
十
二
巻
本
で
巻
四
に
（
甲
）
 
の
み
所
収
。
巻
一
は
関
係
記
事
な
し
。
 
 

…
斯
道
文
庫
本
・
中
院
本
 
 

へ
、
十
二
巻
本
で
巻
四
に
（
甲
〉
 
（
乙
）
を
併
置
。
巻
一
は
関
係
記
事
な
し
。
 
 

…
延
慶
本
・
覚
一
本
 
 

ト
、
十
二
巻
本
で
巻
四
に
（
甲
）
 
（
乙
）
を
混
合
。
巻
一
は
関
係
記
事
な
し
。
 
 

…
『
源
平
盛
衰
記
』
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表
に
は
載
せ
て
い
な
い
。
な
お
、
参
考
の
た
め
に
以
下
に
引
用
す
る
『
十
訓
抄
』
説
話
 
 

に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
片
仮
名
三
巻
本
の
古
典
文
庫
翻
刻
版
に
濁
点
や
読
点
、
 
 

（
9
）
 
 

括
弧
を
補
足
、
一
部
に
漢
字
を
当
て
た
。
ま
た
、
『
平
家
』
と
の
相
違
点
を
傍
線
に
よ
っ
 
 

て
示
し
て
あ
る
。
 
 

ケ
ア
 
 
副
創
院
閲
御
嘲
、
御
殿
ノ
上
二
鶉
ノ
鳴
キ
ケ
ル
ヲ
、
悪
シ
〔
キ
〕
事
ナ
リ
ト
テ
、
イ
 
 

イ
 

ヨ
シ
 
 
 

カ
ヾ
ス
ベ
キ
ト
云
事
ニ
テ
有
ケ
ル
ヲ
、
或
人
、
頼
政
二
射
サ
セ
ラ
ル
ベ
キ
由
申
ケ
レ
 
 
 

、
 

バ
サ
リ
ナ
ン
ト
テ
、
召
レ
テ
参
リ
ニ
ケ
リ
。
此
由
ヲ
仰
ラ
ル
ー
ニ
、
畏
テ
宣
旨
ヲ
 
 

巨
 
 
 

承
テ
、
心
ノ
中
二
思
ケ
ル
ハ
、
「
昼
ダ
ニ
モ
、
小
サ
キ
鳥
ナ
レ
バ
得
難
キ
ヲ
、
五
月
ノ
 
 
 

空
、
闇
深
ク
、
雨
サ
ヘ
降
リ
テ
云
バ
カ
リ
ナ
シ
。
我
、
ス
デ
ニ
弓
箭
ノ
冥
加
尽
ニ
ケ
 
 

さ
て
、
以
上
の
点
を
も
と
に
本
文
を
対
照
さ
せ
た
も
の
が
、
【
資
料
1
】
と
し
て
付
し
 
 

リ
」
 
ト
思
テ
、
八
幡
大
菩
薩
ヲ
念
ジ
奉
テ
、
声
ヲ
尋
テ
矢
ヲ
放
ツ
。
応
フ
ル
様
二
覚
 
 

ヨ 

イ  

γ
ハ
．
シ
 
 

ア
ヤ
マ
 
 

ケ
レ
バ
、
寄
リ
テ
見
ニ
、
誤
タ
ズ
当
タ
リ
ニ
ケ
リ
。
天
気
ヨ
リ
始
メ
テ
、
人
々
、
感
 
 
 

歎
言
フ
バ
カ
リ
ナ
シ
。
後
徳
大
寺
左
大
臣
、
共
時
中
納
言
ニ
テ
、
禄
ヲ
カ
ケ
ラ
レ
〔
ケ
〕
 
 

頼
政
、
ト
リ
モ
 
〔
ア
〕
 
ヘ
ズ
、
 
 

マ
カ
 
 
 

ユ
ミ
ハ
リ
 
 
 

「
弓
張
月
ノ
 
イ
ル
ニ
任
セ
テ
」
 
 

〔
複
（
の
ち
）
ニ
】
カ
 
ト
付
タ
リ
ケ
ル
、
イ
ミ
ジ
カ
リ
ケ
リ
。
罷
出
ウ
シ
ロ
ニ
、
 
 
 

「
昔
養
由
雲
外
射
レ
雁
冨
今
頼
政
ハ
雨
中
。
得
レ
鶴
ヲ
。
」
 
 

ヒ
キ
メ
ホ
カ
 

ト
ゾ
被
感
ケ
ル
。
頼
政
、
暮
目
ノ
他
ニ
、
征
矢
ヲ
取
り
具
テ
持
チ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
後
 
 

ニ
人
ノ
問
ケ
レ
バ
、
「
モ
シ
不
覚
カ
キ
タ
ラ
バ
、
申
行
タ
リ
ケ
ル
人
ヲ
射
ン
ガ
タ
メ
ナ
 
 

リ
」
 
ト
ゾ
答
ケ
ル
。
 
 

（
『
十
訓
抄
』
第
十
「
可
庶
幾
才
能
塾
業
事
」
・
傍
線
引
用
者
。
以
下
同
。
）
 
 
 

モ   

ヰ  

ル
ニ
、
カ
ク
ナ
ン
、
 
 

「
郭
公
 
雲
居
二
名
ヲ
モ
 
 

ヰ  

挙
グ
ル
カ
ナ
」
 
 

ア  

た
表
で
あ
る
。
こ
の
表
で
は
、
『
闘
静
銀
』
以
下
の
三
つ
が
妖
獣
退
治
の
 
（
「
鶴
」
説
話
 
 

・
甲
）
に
、
そ
し
て
そ
れ
以
外
が
怪
鳥
退
治
の
 
（
「
鵠
」
説
話
・
乙
）
に
相
当
す
る
。
こ
 
 

れ
は
 
「
鵠
」
 
説
話
を
構
成
す
る
話
素
の
全
般
的
な
見
取
り
図
で
あ
り
、
さ
ら
に
後
出
の
 
 

異
種
本
が
新
た
に
物
語
を
語
り
直
す
場
合
に
も
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
い
 
 

る
と
思
し
き
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
表
全
体
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
 
 

同
じ
 
（
乙
）
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
、
長
門
本
と
四
部
本
第
一
説
話
A
、
屋
代
本
と
延
慶
 
 

本
第
二
説
話
Ⅱ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
話
素
の
有
無
や
内
容
面
に
お
い
て
、
互
い
に
近
接
性
 
 

が
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、
1
の
C
 
（
時
代
設
定
が
二
条
院
）
 
や
2
5
の
b
 
（
大
炊
御
門
右
大
 
 

臣
藤
原
公
能
に
よ
る
禄
の
下
賜
）
 
の
よ
う
に
、
（
甲
）
 
（
乙
）
 
の
違
い
を
越
え
て
共
通
要
 
 

素
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
以
下
、
こ
の
 
 

表
に
基
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
 
 
 

最
初
に
、
巻
一
に
単
独
で
（
甲
）
説
話
を
収
め
て
い
る
と
い
う
点
で
特
徴
の
あ
る
、
『
源
 
 

平
閑
静
録
』
か
ら
見
て
い
こ
う
。
本
書
の
 
「
鶴
」
説
話
に
つ
い
て
は
、
既
に
次
の
よ
う
 
 

（
1
‖
）
 
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 
 

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
『
閑
静
録
』
の
「
鶴
」
説
話
が
二
種
の
混
橋
形
態
で
 
 

あ
る
可
能
性
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
事
実
か
ら
も
証
明
で
き
よ
う
。
対
照
表
の
⑬
の
 
 
 

本
書
（
＝
『
源
平
闘
静
録
』
・
引
用
者
注
）
 
の
ぬ
え
退
治
を
子
細
に
み
る
と
、
『
延
慶
 
 

本
』
『
城
方
本
』
『
覚
一
本
』
の
二
種
類
の
ぬ
え
退
治
を
一
つ
に
ま
と
め
た
形
跡
が
う
 
 

か
が
え
る
。
登
場
人
物
だ
け
で
な
く
、
時
を
五
月
と
す
る
と
こ
ろ
な
ど
も
そ
の
一
つ
 
 

で
あ
る
。
『
闘
詳
録
』
の
ぬ
え
退
治
を
、
二
つ
に
分
化
す
る
以
前
の
古
態
の
ぬ
え
退
治
 
 

と
み
る
よ
り
、
『
延
慶
本
』
な
ど
の
よ
う
な
二
つ
の
ぬ
え
退
治
を
混
清
し
、
一
つ
に
纏
 
 

め
あ
げ
た
と
み
る
方
が
妥
当
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
 
 

（
福
田
豊
彦
・
服
部
幸
造
『
源
平
闘
詳
録
 
（
上
）
』
二
五
七
頁
）
 
 



a
お
よ
び
●
の
箇
所
は
、
問
題
の
 
「
鶴
」
退
治
の
行
わ
れ
た
の
が
五
月
l
一
十
日
余
り
だ
 
 

っ
た
こ
と
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
諸
本
の
う
ち
『
閑
静
録
』
の
み
が
、
そ
れ
を
こ
 
 

の
二
箇
所
に
わ
た
っ
て
重
複
し
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
対
照
表
1
9
の
と
 
 

こ
ろ
で
、
（
乙
）
の
よ
う
に
暗
く
て
狙
い
を
定
め
ら
れ
な
い
頼
政
を
描
く
場
面
と
、
（
甲
）
 
 

の
よ
う
に
彼
が
怪
し
い
物
の
姿
を
認
め
た
と
す
る
場
面
と
の
、
本
来
同
時
に
は
成
り
立
 
 

ち
に
く
い
二
つ
の
話
素
を
、
『
闘
静
録
』
の
み
が
両
方
と
も
取
り
込
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
 
 

2
4
で
頼
政
に
下
さ
れ
た
と
す
る
褒
美
の
品
に
つ
い
て
も
、
『
闘
静
録
』
の
み
が
剣
（
a
）
 
 

と
御
衣
（
b
）
と
、
二
種
の
禄
を
並
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
こ
の
点
、
『
源
平
盛
衰
 
 

記
』
も
同
じ
。
）
 
こ
れ
ら
は
、
『
閑
静
録
』
が
 
（
甲
）
 
（
乙
）
両
種
の
説
話
を
記
す
テ
ク
ス
 
 

ト
を
併
せ
て
参
看
し
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
射
落
と
さ
れ
た
妖
獣
の
姿
 
 

に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
同
じ
く
両
者
を
合
成
さ
せ
た
と
思
し
き
『
源
平
盛
衰
記
』
が
、
 
 

と
、
さ
ら
に
多
い
六
種
も
の
禽
獣
の
複
合
と
し
て
描
い
て
い
る
点
も
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
 
 

の
混
態
性
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
他
に
高
 
 

■
1
3
）
 
 

橋
伸
幸
氏
の
紹
介
に
な
る
『
頼
政
記
』
の
記
す
、
「
ス
カ
タ
ハ
猿
、
面
ハ
タ
ヌ
キ
、
尾
 
 

（
猫
）
 

マ
マ
（
塊
）
 
 

（
蛇
）
 
 

ハ
狐
、
腹
ハ
ク
チ
ナ
ワ
、
足
ハ
ネ
コ
、
ナ
ク
ヌ
ユ
ニ
ソ
似
タ
リ
ケ
ル
。
」
と
い
う
描
写
に
 
 

と
記
し
て
い
る
一
方
、
『
闘
詳
録
』
は
、
 
 

有
こ
叡
賢
二
一
癖
者
也
。
頭
ハ
猿
、
背
ハ
虎
、
尾
ハ
狐
、
足
ハ
狸
、
音
ハ
鵠
也
。
 
 
（
1
1
）
 
 

（
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
第
十
六
 
「
三
位
入
道
峯
等
」
）
 
 
 

頭
は
猿
、
身
は
狸
、
尾
は
狐
、
足
は
猫
、
腹
は
蛇
、
鳴
く
声
は
鶴
に
て
ぞ
有
り
け
る
。
 
 

〇
∴
こ
 
 

（
『
源
平
閑
静
録
』
一
之
上
「
十
八
 
山
門
大
衆
棒
神
下
洛
事
付
頼
政
射
変
化
物
事
」
 
 

T
l
リ
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
原
真
字
書
）
 
 

や
や
近
い
が
、
『
平
家
』
諸
本
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。
『
頼
政
記
』
の
記
事
は
、
『
平
家
』
 
 

ク
ツ
ネ
 

タ
ヌ
キ
 

【
1
d
）
 
の
中
で
も
最
も
簡
略
な
四
部
本
B
の
「
身
は
猿
、
面
は
狸
、
尾
は
狐
な
る
者
な
り
。
」
 
 

と
も
重
な
る
が
、
直
接
の
影
響
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
は
先
 
 

に
記
し
た
寛
一
本
に
よ
っ
て
流
布
し
た
妖
怪
と
し
て
の
 
「
鵠
」
 
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
お
よ
 
 

そ
か
け
離
れ
て
お
り
、
混
鰻
を
繰
り
返
す
『
平
家
物
語
』
の
テ
ク
ス
ト
生
成
の
陰
に
は
、
 
 

様
々
な
「
鶴
」
た
ち
が
轟
い
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
混
態
本
文
 
 

と
し
て
の
『
閑
静
録
』
説
話
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
派
生
し
て
き
た
の
か
、
正
確
に
 
 

は
わ
か
ら
な
い
。
講
談
社
学
術
文
庫
版
注
釈
は
、
そ
の
源
流
と
し
て
延
慶
本
を
想
定
し
 
 

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
表
に
よ
っ
て
話
索
の
状
況
を
検
討
す
る
と
、
延
慶
本
 
 

・
四
部
本
・
『
閑
静
録
』
の
三
本
か
、
延
慶
本
と
四
部
本
、
ま
た
は
四
部
本
と
『
闘
詳
録
』
 
 

の
二
本
同
士
に
共
通
す
る
要
素
は
あ
っ
て
も
、
延
慶
本
と
『
閑
静
録
』
の
二
本
の
み
で
 
 

共
通
す
る
話
素
は
存
在
し
な
い
。
稿
者
は
こ
の
こ
と
か
ら
、
延
慶
本
的
本
文
が
『
闘
静
 
 

録
』
の
原
型
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。
な
お
延
慶
本
的
本
文
の
後
出
性
に
つ
 
 

い
て
は
、
後
程
あ
ら
た
め
て
再
検
討
し
た
い
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
妖
怪
「
鶴
」
 
を
め
ぐ
る
説
話
 
（
甲
）
 
と
し
て
よ
り
古
態
性
 
 

を
留
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
四
部
本
B
と
延
慶
本
Ⅰ
と
が
残
っ
た
。
 
 

そ
し
て
こ
の
説
話
は
、
『
閑
静
録
』
の
持
つ
特
質
と
し
て
の
「
後
の
説
話
を
先
取
り
す
る
 
 

T
三
ヱ
 
 

癖
」
 
か
ら
考
え
て
も
、
巻
四
で
単
独
も
し
く
は
 
（
乙
）
 
と
併
せ
て
語
ら
れ
る
の
が
本
来
 
 

的
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
一
方
、
も
う
一
つ
の
怪
鳥
「
鵠
」
 
に
関
す
る
説
話
 
 

（
乙
）
 
の
方
は
、
巻
一
で
単
独
に
語
る
か
、
巻
四
で
妖
怪
退
治
と
並
べ
て
語
る
か
の
ど
 
 

ち
ら
か
で
あ
り
、
巻
四
に
単
独
で
収
め
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
 
 

存
在
し
て
い
な
い
。
如
上
の
事
柄
を
前
提
に
、
次
節
で
は
、
内
容
も
含
め
て
当
該
説
話
 
 

に
よ
り
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い
こ
う
。
 
 

二
、
「
鵠
」
 
の
変
容
 
 
 



－7一 塊の囁く夜   

最
初
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
 
「
鵠
」
説
話
は
、
本
来
『
十
訓
抄
』
所
載
の
 
 

も
の
の
よ
う
な
一
つ
の
説
話
が
二
つ
に
分
か
れ
、
妖
獣
退
治
の
詰
も
怪
鳥
退
治
を
母
胎
 
 

に
し
て
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
作
品
中
に
お
け
る
配
列
を
含
 
 

へ
1
7
）
 
 

（
－
8
）
 
 

め
た
説
話
の
変
容
に
関
し
て
は
、
嘗
て
渥
美
か
を
る
氏
や
冨
倉
徳
次
郎
氏
に
よ
っ
て
、
 
 

巻
一
に
怪
鳥
退
治
、
巻
四
に
妖
獣
退
治
を
置
く
も
の
が
古
形
で
あ
ろ
う
と
の
考
察
が
な
 
 

さ
れ
た
。
次
に
冨
倉
説
を
引
く
こ
と
か
ら
、
問
題
点
抽
出
の
試
み
を
始
め
て
み
た
い
。
 
 
 

『
十
訓
抄
』
 
の
本
文
で
は
、
高
倉
天
皇
の
御
代
、
鶉
と
い
う
鳥
を
五
月
雨
の
降
る
 
 

夜
に
射
た
と
い
う
弓
術
讃
美
と
連
歌
の
話
と
な
っ
て
い
て
、
（
中
略
）
お
そ
ら
く
は
、
 
 

頼
政
の
弓
術
と
連
歌
に
つ
い
て
の
説
話
が
早
く
か
ら
あ
り
、
そ
れ
が
や
が
て
発
展
し
 
 

て
、
こ
こ
に
見
え
る
よ
う
に
、
二
つ
の
形
の
説
話
、
す
な
わ
ち
、
化
鳥
退
治
の
説
話
 
 

と
、
弓
術
説
話
と
の
二
つ
の
説
話
に
ま
で
成
長
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

さ
て
、
『
平
家
物
語
』
の
諸
伝
本
を
見
る
と
、
『
四
部
合
戦
状
本
』
で
は
、
こ
の
二
 
 

つ
の
説
話
の
中
、
後
半
の
部
分
が
巻
一
の
 
「
御
輿
振
」
 
の
と
こ
ろ
に
、
頼
政
に
つ
い
 
 

て
説
明
す
る
豪
雲
の
話
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
巻
四
に
は
こ
こ
に
記
さ
れ
た
二
 
 

つ
の
説
話
の
前
半
の
部
分
が
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
巻
一
と
巻
四
に
分
割
さ
れ
て
採
ら
 
 

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
う
し
た
形
が
古
い
形
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
 
 

れ
る
。
と
い
う
の
は
、
語
り
も
の
系
の
古
本
、
『
屋
代
本
』
の
巻
一
の
「
御
輿
振
」
に
 
 

も
『
四
部
合
戦
状
本
』
と
同
様
に
あ
り
（
巻
四
は
欠
本
で
不
明
）
、
お
そ
ら
く
『
四
部
 
 

合
戦
状
本
』
の
形
を
と
つ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
巻
四
に
、
化
 
 

鳥
退
治
・
弓
術
説
話
の
二
つ
の
説
話
を
一
ま
と
め
に
し
て
記
す
の
は
、
彼
の
整
理
と
 
 

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

（
冨
倉
徳
次
郎
『
平
家
物
語
全
注
釈
（
上
）
』
六
五
一
頁
）
 
 
 

こ
の
よ
う
な
説
に
対
し
て
、
山
下
宏
明
氏
は
現
在
の
四
部
本
に
見
え
る
後
代
的
側
面
 
 

を
指
摘
、
四
部
本
巻
一
の
山
門
大
衆
強
訴
の
記
事
に
表
れ
た
文
の
重
複
を
加
筆
の
痕
跡
 
 

と
把
え
、
「
延
慶
本
や
盛
衰
記
は
、
こ
の
四
部
本
と
重
な
る
面
が
多
く
、
そ
の
源
に
本
書
 
 

（
＝
四
部
本
・
引
用
者
注
）
 
の
ご
と
き
本
文
の
あ
っ
た
事
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
こ
の
 
 

所
（
＝
巻
一
・
同
前
）
 
に
鶴
退
治
を
置
か
な
い
の
は
、
そ
の
古
態
を
伝
存
し
て
い
る
の
 
 

で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
と
、
む
し
ろ
巻
一
に
「
鵠
」
説
話
（
（
乙
）
）
 
の
な
い
方
が
古
い
と
 
 

（
1
8
）
 
 

考
え
ら
れ
る
と
の
説
を
打
ち
出
し
た
。
そ
の
後
こ
れ
を
受
け
て
、
鈴
木
彰
氏
は
、
や
は
 
 

り
屋
代
本
巻
一
の
当
該
説
話
（
（
乙
）
）
 
に
「
後
次
的
な
改
編
作
業
を
想
定
す
べ
き
で
あ
 
 

（
1
9
）
 
 

ろ
う
。
」
 
と
し
、
ま
た
櫻
井
陽
子
氏
も
、
「
四
部
本
の
巻
一
の
武
勲
説
話
は
接
合
に
不
自
 
 

（
2
0
）
 
 

然
な
部
分
が
あ
り
、
後
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
」
 
「
屋
代
本
は
覚
一
本
的
 
 

な
二
話
並
立
の
形
か
ら
、
独
自
に
鶴
退
治
説
話
を
巻
一
に
移
動
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
 
 

（
2
1
）
 
 

か
。
」
と
し
て
、
巻
一
に
「
鶴
」
説
話
（
（
乙
）
）
を
置
く
こ
と
の
本
来
性
に
は
否
定
的
な
 
 

意
見
が
相
次
い
で
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
例
え
ば
四
部
本
巻
一
の
当
該
箇
所
に
 
 

マ
マ
 
 

編
集
の
不
手
際
を
認
め
つ
つ
も
、
「
鶴
説
話
の
本
文
に
一
定
の
古
態
性
が
残
さ
れ
て
い
 
 

（
り
】
2
）
 
 

る
」
と
す
る
意
見
や
、
高
山
利
弘
氏
の
よ
う
に
、
四
部
本
に
お
い
て
は
巻
一
の
説
話
 
 

（
（
乙
）
）
 
か
ら
巻
四
の
説
話
（
（
甲
）
）
が
 
「
別
の
説
話
を
生
成
す
る
」
と
い
う
「
物
語
 
 

（
q
】
3
）
 
 

の
発
展
段
階
を
示
し
て
い
る
」
 
と
の
推
察
も
な
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
関
係
づ
け
に
つ
 
 

い
て
は
、
未
だ
に
決
定
的
な
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
 
 

（
リ
】
4
）
 
 
延
慶
本
や
、
屋
代
本
（
お
よ
び
そ
の
影
響
で
巻
一
に
（
乙
）
説
話
を
有
す
る
竹
柏
園
本
）
 
 

を
除
く
所
謂
「
語
り
本
系
」
諸
本
が
、
巻
一
に
も
と
も
と
あ
っ
た
も
の
を
削
除
し
た
の
 
 

か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
ら
以
外
の
諸
本
が
後
か
ら
補
入
し
た
の
か
、
解
釈
に
よ
っ
て
ど
ち
 
 

ら
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
「
本
来
」
巻
一
に
「
鵠
」
説
話
（
（
乙
）
）
が
あ
 
 

っ
た
か
否
か
と
い
う
問
い
も
、
あ
ま
り
有
効
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
『
平
家
物
語
』
の
 
 

現
存
異
種
本
の
中
に
「
原
本
」
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
本
文
全
て
が
何
ら
か
の
改
訂
を
経
 
 

た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
 
「
本
来
性
」
 
を
云
々
す
る
こ
と
自
体
に
 
 
 



困
難
が
伴
お
う
。
但
し
、
仮
に
巻
一
の
当
該
説
話
が
後
次
的
加
筆
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
 
 

が
延
慶
本
 
（
や
寛
一
本
）
 
の
よ
う
な
巻
四
の
並
立
型
か
ら
抜
き
取
っ
た
上
で
な
さ
れ
る
 
 

の
と
、
巻
四
の
説
話
と
関
わ
り
な
く
巻
一
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
は
異
な
る
、
と
 
 

い
う
点
だ
け
は
確
実
に
言
え
る
。
そ
こ
で
以
下
、
延
慶
本
（
や
覚
一
本
、
さ
ら
に
覚
】
 
 

本
系
諸
本
周
辺
本
文
と
称
さ
れ
る
鎌
倉
本
、
平
松
家
本
、
竹
柏
園
本
、
お
よ
び
八
坂
系
 
 

二
類
本
以
下
の
諸
本
）
 
の
よ
う
に
、
巻
四
に
二
つ
の
 
「
鶴
」
説
話
を
並
立
さ
せ
る
本
文
 
 

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
よ
う
。
因
み
に
こ
の
本
文
に
関
し
て
は
、
櫻
井
陽
子
 
 

氏
が
、
現
存
延
慶
本
の
応
永
年
間
に
お
け
る
書
写
の
際
の
、
覚
血
本
か
ら
の
加
筆
で
あ
 
 

（
2
5
）
 
 

る
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
、
現
存
諸
本
中
最
古
鰻
を
残
す
 
 

本
文
と
い
う
延
慶
本
の
評
価
は
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
っ
て
、
稿
者
も
こ
う
し
た
可
能
性
を
 
 

排
除
で
き
な
い
と
考
え
る
。
但
し
、
本
稿
の
範
囲
に
お
い
て
は
、
両
者
が
共
通
本
文
を
 
 

持
つ
こ
と
を
確
認
す
る
の
み
で
充
分
で
あ
り
、
延
慶
本
と
覚
l
本
の
ど
ち
ら
の
本
文
が
 
 

よ
り
古
懐
か
と
い
う
問
題
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
さ
し
あ
た
り
こ
れ
ら
の
う
ち
で
は
延
慶
 
 

本
を
例
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

丁
】
－
ミ
一
 
 

「
巻
四
に
、
化
鳥
退
治
・
弓
術
説
話
の
二
つ
の
説
話
を
一
ま
と
め
に
し
て
記
す
の
は
、
 
 

後
の
整
理
と
考
え
ら
れ
る
」
 
と
は
、
先
に
引
用
し
た
冨
倉
徳
次
郎
氏
の
言
で
あ
っ
た
。
 
 

氏
の
説
の
妥
当
性
を
、
テ
ク
ス
ト
の
内
容
に
沿
っ
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
延
 
 

慶
本
 
（
に
代
表
さ
れ
る
二
話
並
立
型
本
文
）
 
に
見
ら
れ
る
顕
著
な
特
徴
と
し
て
は
、
そ
 
 

（
2
7
、
 
 

こ
に
 
「
仁
平
」
 
「
応
保
」
 
と
い
っ
た
元
号
を
挙
げ
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
（
『
源
平
 
 

盛
衰
記
』
や
『
蹄
政
記
』
に
も
元
号
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
の
後
次
性
に
鑑
 
 

み
て
こ
こ
で
は
省
く
。
）
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
平
家
』
の
諸
注
釈
書
 
 

に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
説
話
Ⅰ
の
「
仁
平
」
〓
一
五
一
年
一
月
二
六
日
～
一
一
五
四
年
 
 

一
〇
月
二
八
日
）
 
は
、
頼
政
が
当
時
 
「
兵
庫
頭
」
 
で
あ
っ
た
 
〓
一
五
五
年
一
〇
月
二
 
 

二
日
～
一
一
六
六
年
】
○
月
ニ
ー
日
）
 
と
い
う
記
述
と
矛
盾
す
る
し
、
説
話
Ⅱ
の
 
「
応
 
 

保
」
（
一
山
六
1
年
九
月
四
日
～
一
l
六
三
年
三
月
t
一
九
日
）
は
、
こ
の
時
の
右
大
臣
が
、
 
 

応
保
改
元
の
少
し
前
、
永
暦
二
年
 
（
一
〓
ハ
ニ
八
月
一
一
日
に
死
ん
で
い
る
藤
原
公
 
 

能
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
と
齢
齢
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
あ
た
り
の
時
系
列
に
 
 

つ
い
て
は
、
【
資
料
2
】
の
関
係
略
年
表
で
確
認
さ
れ
た
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
延
慶
本
 
 

（
的
本
文
）
 
が
、
そ
れ
以
前
に
分
割
さ
れ
て
存
在
し
て
い
た
二
つ
の
 
「
鵠
」
 
説
話
を
、
 
 

一
ま
と
め
に
並
置
し
直
す
際
、
物
語
に
真
実
味
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
加
上
し
 
（
な
が
 
 

ら
ミ
ス
を
露
呈
し
）
 
た
結
果
に
違
い
な
い
。
か
か
る
並
立
型
本
文
が
成
立
す
る
か
ら
に
 
 

は
、
そ
れ
に
先
行
し
て
、
よ
く
似
た
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
持
つ
 
（
甲
）
 
（
乙
）
両
種
の
説
 
 

話
が
既
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
、
説
明
が
つ
か
な
い
。
そ
し
て
前
節
の
最
 
 

後
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
巻
四
に
、
単
独
で
（
甲
）
説
話
を
載
せ
る
例
は
あ
っ
て
も
（
乙
〉
 
 

の
み
を
記
す
テ
ク
ス
ト
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
 
（
さ
ら
に
巻
一
に
単
独
で
 
（
甲
）
 
 

説
話
を
収
め
る
『
源
平
闘
静
録
』
は
後
次
的
テ
ク
ス
ト
に
す
ぎ
な
い
こ
と
）
 
か
ら
す
る
 
 

と
、
目
下
決
定
的
な
証
拠
は
な
い
も
の
の
、
並
立
型
の
成
立
以
前
、
『
平
家
物
語
』
巻
一
 
 

に
は
、
た
と
え
「
本
来
」
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
『
十
訓
抄
』
と
も
踵
を
接
す
 
 

る
 
（
乙
）
 
の
怪
鳥
退
治
説
話
が
既
に
収
ま
っ
て
い
た
と
考
え
て
も
、
強
ち
無
理
だ
と
は
 
 

言
え
ま
い
。
 
 
 

そ
れ
で
は
、
延
慶
本
的
な
テ
ク
ス
ト
の
元
に
な
っ
た
 
（
乙
）
 
説
話
が
如
何
な
る
も
の
 
 

で
あ
っ
た
か
と
言
え
ば
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
延
慶
本
Ⅱ
説
話
と
内
容
的
に
ほ
ぼ
 
 

一
致
す
る
の
が
、
対
照
表
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
屋
代
本
所
載
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
 
 

説
話
が
、
延
鹿
本
的
並
立
型
か
ら
抜
き
取
っ
て
移
動
さ
せ
ら
れ
た
可
能
性
は
果
た
し
て
 
 

本
当
に
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
は
、
些
細
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
例
 
 

え
ば
表
の
4
の
 
「
公
卿
達
が
愈
議
し
た
」
と
い
う
項
目
が
 
（
乙
）
 
グ
ル
ー
プ
の
中
で
延
 
 

慶
本
の
み
に
見
ら
れ
ず
、
ま
た
2
3
に
お
い
て
、
天
皇
 
（
又
は
上
皇
）
 
の
 
「
御
感
」
 
が
あ
 
 

っ
た
と
い
う
記
事
が
、
延
慶
本
の
み
 
「
禁
中
ザ
ー
メ
キ
ア
ヘ
リ
」
 
と
な
っ
て
い
る
点
な
 
 

へ
2
8
）
 
 

ど
は
、
延
慶
本
の
方
が
後
か
ら
改
編
を
施
し
た
結
果
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
は
な
い
と
 
 

考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
屋
代
本
の
説
話
と
、
内
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容
的
に
重
な
り
な
が
ら
も
時
代
設
定
を
 
「
鳥
羽
院
の
御
時
」
 
と
す
る
長
門
本
お
よ
び
四
 
 

部
本
A
の
説
話
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
よ
り
古
態
性
を
留
め
た
も
の
と
吾
え
る
だ
ろ
う
か
。
 
 

両
者
を
比
較
す
る
と
、
屋
代
本
の
方
が
や
や
簡
略
で
あ
る
一
方
、
長
門
本
や
四
部
本
A
 
 

は
、
例
え
ば
1
0
の
頼
政
承
諾
の
一
件
や
、
1
2
に
見
え
る
八
幡
大
菩
薩
へ
の
祈
念
な
ど
、
『
十
 
 

訓
抄
』
に
も
き
わ
め
て
近
い
。
但
し
、
こ
の
こ
と
が
即
、
こ
れ
ら
二
本
の
古
感
性
の
証
 
 

明
に
は
な
ら
な
い
の
は
、
稿
者
が
以
前
、
長
門
本
と
『
十
訓
抄
』
と
の
繋
が
り
に
関
連
 
 

さ
せ
て
述
べ
た
よ
う
に
、
『
平
家
物
語
』
が
、
そ
の
生
成
過
程
に
お
い
て
も
、
数
段
階
に
 
 

（
リ
】
9
】
 
 

渡
っ
て
明
ら
か
に
『
十
訓
抄
』
を
参
照
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
 
 

っ
て
、
古
態
性
を
め
ぐ
つ
て
は
容
易
に
判
断
を
下
し
え
な
い
。
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
は
、
 
 

こ
れ
ら
両
者
を
含
め
て
、
『
平
家
』
諸
本
が
『
十
訓
抄
』
を
見
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
に
 
 

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
 
「
高
倉
院
御
時
」
 
と
い
う
時
代
設
定
を
採
ろ
う
と
 
 

し
て
い
な
い
点
で
あ
ろ
う
。
（
後
次
的
本
文
と
思
し
き
『
源
平
盛
衰
記
』
の
み
が
、
「
異
 
 

説
云
」
と
し
て
「
高
倉
院
」
に
触
れ
る
も
の
の
、
あ
く
ま
で
も
「
異
説
」
に
過
ぎ
な
い
。
）
 
 

『
平
家
』
の
（
乙
）
説
話
は
何
故
、
時
代
設
定
と
し
て
、
『
十
訓
抄
』
の
記
す
「
高
倉
院
」
 
 

説
を
採
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
『
平
家
』
の
語
る
比
叡
山
大
衆
の
「
御
輿
振
」
 
 

の
一
件
が
、
物
語
世
界
に
お
い
て
安
一
撃
一
年
（
一
一
七
七
）
、
ま
さ
に
「
高
倉
院
御
時
」
 
 

（
3
0
）
 
 

の
出
来
事
で
あ
っ
て
、
 

ぐ
わ
な
か
っ
た
か
ら
、
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
、
世
間
に
流
布
す
る
説
話
を
 
 

た
だ
闇
雲
に
取
り
込
も
う
と
す
る
の
で
は
な
い
、
『
平
家
物
語
』
編
著
者
の
明
ら
か
な
作
 
 

為
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
嘗
て
赤
松
俊
秀
氏
は
、
『
十
訓
抄
』
説
話
の
方
が
 
 

（
J
l
）
 
 

『
平
家
』
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
主
張
を
し
た
が
、
「
高
倉
院
」
と
い
う
『
平
家
』
 
 

の
構
想
的
枠
組
と
は
無
関
係
な
設
定
が
、
敢
え
て
『
十
訓
抄
』
で
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
 
 

（
3
2
）
 
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
説
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

ま
た
、
さ
ら
に
こ
の
場
面
と
関
連
し
て
、
も
し
こ
の
よ
う
に
巻
四
の
二
話
並
立
型
に
 
 

先
行
し
て
巻
一
に
（
乙
）
説
話
が
取
り
込
ま
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
も
う
一
点
、
蹄
政
 
 

が
怪
鳥
を
射
る
に
際
し
て
二
本
の
鏑
矢
を
携
行
し
た
こ
と
も
問
題
に
な
る
と
考
え
ら
れ
 
 

る
。
こ
の
先
に
つ
い
て
、
『
十
訓
抄
』
で
は
「
碁
目
ノ
他
ニ
、
征
矢
ヲ
取
り
具
テ
」
持
っ
 
 

て
い
た
と
あ
り
、
そ
の
理
由
は
 
「
モ
シ
不
覚
カ
キ
タ
ラ
バ
、
申
行
タ
リ
ケ
ル
人
ヲ
射
ン
 
 

ガ
タ
メ
」
 
で
あ
っ
て
、
こ
の
一
件
は
延
慶
本
や
覚
一
本
の
 
（
甲
）
説
話
に
も
、
そ
の
推
 
 

薦
者
を
源
雅
頼
と
特
定
さ
せ
た
上
で
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
表
に
示
し
た
 
 

『
平
家
』
の
 
（
乙
）
説
話
に
お
い
て
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
す
っ
か
り
抜
け
落
ち
て
お
 
 

り
、
詣
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
一
本
日
の
鏑
矢
で
怪
鳥
を
鳴
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
暗
闇
で
 
 

も
そ
の
位
置
を
把
握
す
る
と
い
う
、
頼
政
の
才
覚
に
移
行
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
 
 

（
【
資
料
1
】
 
2
0
の
C
）
。
「
御
輿
振
」
 
に
お
け
る
頼
政
紹
介
の
眼
目
が
、
「
ヤ
サ
男
」
と
 
 

し
て
の
彼
の
和
歌
の
才
を
語
る
点
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
屋
代
本
を
例
に
鈴
木
彰
氏
が
既
 
 

（
3
3
）
 
 

に
指
摘
し
て
い
る
。
尤
も
鈴
木
氏
の
議
論
の
中
心
は
、
（
乙
）
説
話
に
「
頼
政
の
武
芸
を
 
 

語
る
脈
絡
が
色
漉
く
存
在
し
て
い
る
」
 
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
れ
が
か
か
る
文
脈
 
 

に
馴
染
ま
ぬ
箇
所
に
存
す
る
点
を
、
屋
代
本
の
後
次
性
の
根
拠
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
 
 

「
御
輿
振
」
 
の
頼
政
像
が
 
「
ヤ
サ
男
」
た
る
こ
と
を
述
べ
る
文
脈
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
 
 

い
る
点
、
な
ら
び
に
屋
代
本
が
 
「
本
来
的
」
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
と
い
う
点
に
つ
 
 

い
て
は
、
鈴
木
氏
に
同
感
で
あ
る
。
だ
が
稿
者
は
む
し
ろ
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
『
十
訓
 
 

抄
』
と
『
平
家
』
（
乙
）
説
話
の
差
異
に
こ
そ
、
武
的
要
素
を
和
ら
げ
よ
う
と
い
う
『
平
 
 

家
』
独
自
の
指
向
性
の
存
在
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
併
せ
て
こ
れ
が
 
「
御
輿
振
」
 
の
 
 

段
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
事
実
も
、
屋
代
本
の
相
対
的
古
態
性
を
損
な
う
理
由
に
は
必
ず
 
 

し
も
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
延
慶
本
 
（
寛
一
本
）
 
的
並
立
型
の
後
次
性
に
つ
い
て
は
先
 
 

に
述
べ
た
が
、
他
の
並
立
型
、
例
え
ば
所
謂
寛
一
本
系
諸
本
周
辺
本
文
の
鎌
倉
本
、
平
 
 

松
家
本
、
竹
柏
園
本
な
ど
の
場
合
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
巻
四
所
載
の
（
乙
）
説
話
に
、
 
 

失
敗
し
た
場
合
は
二
本
目
の
矢
で
椎
頼
を
射
よ
う
と
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
入
り
込
ん
で
お
 
 

り
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
頼
政
は
怪
鳥
を
一
本
日
の
鏑
矢
で
驚
か
せ
て
か
ら
二
本
目
で
射
 
 

て
い
る
た
め
、
推
薦
者
射
殺
の
話
索
は
完
全
に
浮
き
上
が
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
か
 
 
 



0
 
 

1
 
 

田
 
 

内
 
 

か
る
矛
盾
は
、
二
話
混
合
型
の
『
源
平
盛
衰
記
』
に
も
同
様
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
 
 

て
、
や
は
り
並
立
型
の
後
次
性
を
暗
に
示
唆
し
て
い
よ
う
。
頼
政
が
二
本
の
矢
を
携
え
 
 

た
理
由
が
『
十
訓
抄
』
と
『
平
家
』
で
異
な
っ
て
い
る
点
に
、
確
実
な
根
拠
を
示
す
こ
 
 

と
は
困
難
だ
が
、
一
つ
の
仮
説
と
し
て
、
当
該
説
話
が
 
「
御
輿
振
」
 
に
取
り
込
ま
れ
る
 
 

に
あ
た
り
、
「
ヤ
サ
男
」
稀
政
の
 
「
武
」
の
側
面
を
抑
え
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
、
如
 
 

上
の
可
能
性
を
提
示
し
た
い
。
な
お
『
平
家
物
語
』
の
説
話
構
成
に
認
め
ら
れ
る
こ
う
 
 

し
た
換
作
に
関
し
て
は
、
次
節
で
も
再
度
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

そ
の
前
に
今
少
し
、
（
乙
）
グ
ル
ー
プ
内
部
で
の
話
素
の
差
異
を
通
し
て
、
そ
れ
が
如
 
 

何
に
 
「
鵠
」
説
話
の
変
容
と
結
び
つ
い
た
の
か
に
拘
っ
て
み
た
い
。
や
は
り
既
に
前
節
 
 

で
触
れ
た
、
1
の
C
 
（
時
代
設
定
が
二
条
院
）
 
や
2
5
の
b
 
（
大
炊
御
門
右
大
臣
藤
原
公
 
 

能
に
よ
る
禄
の
下
賜
）
 
の
よ
う
に
、
（
甲
）
 
（
乙
）
 
の
違
い
を
越
え
て
共
通
要
素
を
示
し
 
 

て
い
る
箇
所
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
時
代
設
定
に
関
し
て
、
屋
 
 

代
本
 
（
お
よ
び
延
慶
本
Ⅱ
な
ど
）
 
が
、
比
較
的
明
確
に
 
「
二
条
院
」
 
の
時
代
の
出
来
事
 
 

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、
四
部
本
B
（
（
甲
）
）
で
は
、
「
二
条
院
の
未
だ
幼
稚
 
 

の
御
時
」
 
と
、
や
や
時
代
を
ぽ
か
し
て
い
る
。
十
六
歳
で
即
位
し
た
二
条
天
皇
が
 
「
幼
 
 

T
J
d
）
 
 

稚
」
 
の
時
と
は
一
体
い
つ
を
指
す
の
か
。
や
や
想
像
を
達
し
く
す
る
な
ら
、
も
し
そ
れ
 
 

が
即
位
前
の
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
四
歳
年
長
の
幼
帝
・
近
衛
天
皇
の
時
代
を
示
す
と
考
 
 

え
る
読
者
が
出
て
来
て
も
不
思
議
で
は
な
い
し
、
そ
れ
が
（
甲
）
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
 
 

延
慶
本
Ⅰ
の
よ
う
に
時
代
を
「
近
衛
院
御
在
位
ノ
時
」
 
に
設
定
す
る
説
話
を
生
み
出
す
 
 

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
延
慶
本
的
並
立
型
本
文
の
後
次
 
 

性
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
う
し
た
時
代
設
定
、
あ
る
い
は
他
に
四
部
本
A
 
 

（
（
乙
）
）
 
も
記
す
宇
治
左
大
臣
藤
原
頼
長
の
登
場
な
ど
を
、
先
行
本
文
を
取
り
込
ん
だ
 
 

痕
跡
と
見
れ
ば
、
お
そ
ら
く
現
在
に
至
る
ま
で
最
も
流
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
延
慶
本
 
 

（
あ
る
い
は
覚
一
本
）
的
「
鵜
」
説
話
の
来
歴
が
、
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
な
る
の
 
 

で
は
な
い
か
。
ま
た
仮
に
、
四
部
本
B
 
（
（
甲
）
）
 
の
時
代
設
定
に
も
（
乙
）
説
話
の
屋
 
 

代
本
等
の
話
索
が
影
響
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
怪
鳥
を
射
た
話
が
如
何
に
妖
獣
退
治
 
 

の
物
語
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
一
端
に
も
若
干
の
道
筋
が
つ
け
ら
れ
る
の
で
 
 

は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。
 
 

三
、
「
弓
張
月
」
と
「
五
月
闇
」
 
－
 
二
種
の
「
鵠
」
、
二
様
の
連
歌
 
 

「
弓
箭
を
と
（
ッ
）
 
て
い
ま
だ
其
不
覚
を
き
か
ず
」
 
（
覚
一
本
「
御
輿
振
」
）
と
賞
賛
 
 

さ
れ
た
稀
代
の
弓
の
名
手
・
源
頼
政
。
そ
の
彼
が
射
あ
ぐ
ね
た
だ
け
あ
っ
て
、
「
鶴
」
の
 
 

姿
は
ま
さ
に
閣
に
包
ま
れ
て
い
る
か
の
如
く
、
杏
と
し
て
捕
え
が
た
い
。
例
え
ば
、
最
 
 

も
我
々
の
興
味
を
引
く
そ
の
独
特
の
外
貌
に
し
て
も
、
何
故
突
然
こ
の
よ
う
な
姿
形
で
 
 

現
れ
出
て
来
た
の
か
見
当
も
つ
か
な
い
し
、
ま
た
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
異
伝
 
 

を
通
じ
て
幾
つ
か
の
異
な
っ
た
有
様
を
示
し
て
い
た
ら
し
い
。
と
り
わ
け
妖
猷
退
治
説
 
 

話
の
う
ち
で
も
相
対
的
に
古
態
を
留
め
て
い
る
と
思
し
き
四
部
本
B
の
場
合
、
「
身
は
 
 

猿
、
面
は
狸
、
尾
は
狐
な
る
者
」
と
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
後
に
そ
の
名
称
の
由
 
 

来
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
鳴
く
声
は
鶴
」
と
い
う
特
徴
す
ら
見
出
せ
な
い
。
「
尾
は
 
 

狐
」
と
い
う
設
定
は
、
覚
一
本
等
で
よ
く
知
ら
れ
た
 
「
尾
は
蛇
」
 
に
比
べ
て
馴
染
み
が
 
 

薄
い
が
、
こ
れ
は
先
に
見
た
よ
う
に
他
に
も
『
源
平
閑
静
録
』
『
源
平
盛
衰
記
』
『
頼
政
 
 

記
』
が
記
し
て
お
り
、
決
し
て
四
部
本
だ
け
の
孤
立
的
要
素
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
 
 

嘗
て
赤
松
俊
秀
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
、
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
 
五
月
に
頼
政
の
 
 

郎
等
・
源
競
が
内
裏
の
斎
宮
寮
で
霊
狐
を
射
殺
し
た
と
い
う
『
顕
広
王
記
』
の
記
事
、
「
十
 
 

二
月
乙
巳
。
今
夕
於
二
一
本
御
所
斎
宮
一
、
大
番
武
者
前
滝
口
源
競
射
疲
霊
狐
一
了
。
門
 
 

中
倒
臥
了
。
」
が
妖
猷
退
治
と
関
係
が
あ
ろ
う
と
の
指
摘
は
、
こ
の
四
部
本
B
の
記
述
と
 
 

（
3
5
）
 
 

対
比
し
た
場
合
、
よ
り
説
得
力
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
治
承
二
年
、
ま
さ
に
 
「
高
 
 

倉
院
御
時
」
 
に
起
こ
っ
た
こ
の
事
件
が
、
果
た
し
て
『
十
訓
抄
』
の
よ
う
な
怪
鳥
退
治
 
 

の
源
流
に
も
な
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、
と
も
あ
れ
、
『
十
訓
抄
』
が
成
立
し
、
 
 

ま
た
『
平
家
』
諸
本
が
盛
ん
に
生
成
流
動
を
繰
り
返
し
て
い
た
l
三
世
紀
中
期
、
頼
政
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を
め
ぐ
つ
て
鳥
と
狐
と
二
種
類
の
弓
術
説
話
が
語
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
大
い
に
考
え
 
 

ら
れ
よ
う
。
そ
の
う
ち
に
、
こ
れ
ら
両
者
が
混
清
し
、
四
部
本
B
の
よ
う
な
妖
獣
が
鶴
 
 

の
声
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
さ
ら
に
、
こ
の
妖
獣
の
像
容
が
固
 
 

（
3
8
）
 
 

定
し
て
い
く
の
に
十
二
支
が
関
与
し
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
志
田
義
秀
氏
、
ま
た
そ
れ
 
 

（
3
7
）
 
 

を
受
け
た
水
原
一
氏
の
指
摘
も
見
逃
せ
な
い
。
 
 
 

複
合
獣
に
関
し
て
は
こ
の
他
、
延
慶
本
の
み
が
「
塊
」
説
話
と
対
比
し
て
載
せ
る
、
 
 

漢
朝
の
「
摸
」
に
纏
わ
る
説
話
が
あ
り
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
こ
の
獣
は
、
「
鼻
ハ
象
、
額
 
 

マ
マ
 

（
鮫
）
 
 

ト
腹
ト
ハ
龍
、
頸
ハ
師
子
、
背
ハ
サ
チ
ホ
コ
、
皮
ハ
豹
、
尾
ハ
牛
、
足
ハ
猫
ニ
テ
有
ケ
 
 

ル
ト
カ
ヤ
。
」
と
い
う
「
畜
類
七
ノ
姿
」
の
合
成
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
話
 
 

に
関
し
て
も
、
既
に
『
宝
物
集
』
や
『
旧
雑
嘗
喩
経
』
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
研
究
が
 
 

【
3
日
）
 
 

出
さ
れ
て
お
り
、
妖
獣
退
治
説
話
の
発
展
の
軌
跡
を
追
っ
て
行
く
興
味
は
尽
き
な
い
が
、
 
 

鵠
退
治
に
は
い
ろ
い
ろ
の
解
釈
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
（
中
略
）
『
山
海
経
』
に
は
 
 

西
王
母
は
じ
め
複
合
鳥
獣
の
記
事
が
い
く
つ
も
あ
り
、
頼
政
談
に
『
山
海
経
』
の
影
 
 

響
を
指
摘
す
る
の
も
一
説
で
あ
る
。
ま
た
怪
獣
を
十
二
支
の
組
合
せ
と
見
て
、
時
刻
 
 

・
方
位
か
ら
解
釈
す
る
説
も
あ
る
。
（
中
略
）
帝
の
病
気
に
頼
政
が
暮
目
（
魔
よ
け
の
 
 

大
鏑
矢
）
の
法
を
行
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
四
方
位
に
関
連
す
る
。
寅
（
虎
）
・
巳
 
 

（
蛇
）
・
申
（
猿
）
は
亥
を
加
え
れ
ば
十
二
方
位
を
四
分
す
る
。
狸
は
古
く
は
亥
（
猪
）
 
 

だ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
ま
た
猪
早
太
が
亥
の
象
徴
か
と
も
思
わ
れ
る
。
即
ち
『
月
刈
 
 

藻
集
』
に
も
見
え
る
、
帝
の
病
魔
退
散
の
暮
日
を
四
方
へ
放
っ
た
こ
と
が
合
成
し
て
 
 

怪
獣
征
服
談
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
は
方
位
で
は
な
く
各
時
刻
に
射
 
 

た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
一
方
、
射
芸
に
飛
鳥
を
落
す
詰
も
よ
く
あ
っ
た
こ
 
 

と
で
、
『
十
訓
抄
』
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
頼
政
が
不
吉
の
鳥
を
射
た
こ
と
も
あ
り
得
 
 

た
で
あ
ろ
う
。
 
 

（
水
原
一
校
注
『
平
家
物
語
（
上
）
』
三
六
八
～
三
六
九
頁
）
 
 

本
稿
で
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
る
こ
と
を
控
え
る
。
そ
の
代
わ
り
再
び
『
十
訓
抄
』
と
の
 
 

関
係
に
戻
っ
て
、
説
話
流
動
の
多
様
な
展
開
が
如
何
に
誘
発
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
考
え
、
 
 

ま
と
め
に
結
び
つ
け
た
い
。
 
 
 

『
十
訓
抄
』
説
話
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
前
節
で
引
い
た
冨
倉
氏
の
、
「
高
倉
天
皇
の
御
代
、
 
 

鶏
と
い
う
鳥
を
五
月
雨
の
降
る
夜
に
射
た
と
い
う
弓
術
讃
美
と
連
歌
の
話
」
 
と
い
う
端
 
 

的
な
要
約
に
尽
き
て
い
よ
う
。
弓
に
も
和
歌
に
も
類
い
稀
な
才
能
を
示
し
た
頼
政
を
紹
 
 

介
す
る
の
に
最
良
の
説
話
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
十
訓
抄
』
に
定
着
し
 
 

て
い
た
こ
の
故
事
を
そ
の
ま
ま
『
平
家
』
に
組
み
込
む
に
は
、
些
か
問
題
が
あ
っ
た
。
 
 

そ
の
う
ち
で
、
巻
一
「
御
輿
振
」
 
の
場
面
に
関
す
る
点
に
つ
い
て
は
既
に
前
節
で
述
べ
 
 

た
と
お
り
で
あ
る
。
だ
が
問
題
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
『
十
訓
抄
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
 
 

怪
鳥
退
治
が
行
わ
れ
た
の
は
「
高
倉
院
御
時
」
 
〓
一
六
八
～
一
一
八
〇
）
で
、
か
つ
、
 
 

後
に
後
徳
大
寺
左
大
臣
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
藤
原
実
定
が
 
「
中
納
言
」
 
で
あ
っ
た
 
 

時
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
【
資
料
2
】
の
略
年
表
で
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
 
 

そ
の
よ
う
な
時
代
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
『
十
訓
抄
』
説
話
の
矛
盾
で
あ
 
 

る
。
つ
ま
り
こ
の
物
語
に
は
、
単
に
『
平
家
』
が
取
り
込
む
上
で
都
合
の
悪
い
部
分
が
 
 

あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
構
造
自
体
に
、
最
初
か
ら
不
整
合
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
 
 

る
。
も
ち
ろ
ん
、
『
平
家
』
が
精
政
説
話
を
構
成
す
る
上
で
、
直
接
に
『
十
訓
抄
』
に
拠
 
 

（
3
9
）
 
 

っ
た
か
否
か
も
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
以
前
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
平
 
 

家
物
語
』
は
そ
の
生
成
の
ご
く
早
い
時
期
か
ら
数
投
階
に
渡
っ
て
『
十
訓
抄
』
を
参
看
 
 

し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、
仮
に
巷
説
の
流
通
も
あ
っ
た
に
せ
よ
、
『
十
訓
抄
』
 
 

か
ら
の
影
響
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
『
平
家
』
は
『
十
訓
抄
』
に
基
 
 

き
な
が
ら
、
時
代
を
「
高
倉
院
御
時
」
か
ら
変
更
し
た
。
「
鳥
羽
院
」
と
「
二
条
院
」
と
、
 
 

ど
ち
ら
が
よ
り
古
態
か
の
認
定
は
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も
、
屋
代
本
的
な
コ
一
条
院
」
 
 

説
が
出
て
く
る
背
景
に
は
、
先
に
触
れ
た
実
定
の
中
納
言
時
代
と
い
う
『
十
訓
抄
』
の
 
 

設
定
が
響
い
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
略
年
表
で
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
の
中
 
 
 



納
言
時
代
は
、
二
条
天
皇
の
在
位
期
間
と
ほ
ぼ
ぴ
っ
た
り
重
な
っ
て
い
る
。
但
し
こ
の
 
 

頃
、
実
定
は
ま
だ
二
十
代
前
半
の
青
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
場
面
に
重
み
を
持
た
せ
る
た
 
 

め
、
そ
の
役
割
が
、
彼
の
父
で
あ
り
、
ま
た
二
条
天
皇
の
 
「
二
代
后
」
藤
原
多
子
の
実
 
 

父
で
も
あ
っ
た
、
大
炊
御
門
右
大
臣
藤
原
公
能
に
入
れ
替
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

一
方
、
長
門
本
の
 
「
鳥
羽
院
御
時
」
が
、
具
体
的
に
い
つ
を
想
定
し
て
い
る
か
は
、
大
 
 

臣
の
名
前
を
記
し
て
い
な
い
た
め
不
明
だ
が
、
こ
れ
に
近
い
本
文
を
持
つ
四
部
本
A
が
、
 
 

「
頼
長
左
府
」
 
を
出
し
て
お
り
、
か
つ
頼
長
の
誕
生
が
鳥
羽
天
皇
の
在
位
末
期
だ
っ
た
 
 

（
略
年
表
参
照
）
 
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
記
事
は
鳥
羽
院
政
時
代
を
意
識
し
て
書
か
 
 

（
4
n
こ
 
 

れ
て
い
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
か
か
る
時
代
設
定
の
根
拠
は
わ
か
ら
な
い
。
 
 

前
節
の
最
後
に
仮
説
を
提
示
し
た
よ
う
に
、
仮
に
四
部
本
の
説
話
が
成
立
す
る
上
で
屋
 
 

代
本
的
本
文
が
参
照
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
公
能
か
ら
の
連
想
で
、
彼
の
妹
を
妻
、
 
 

ま
た
そ
の
娘
の
多
子
を
養
女
と
し
、
保
元
の
乱
の
重
要
な
立
役
者
と
し
て
強
烈
な
個
性
 
 

を
発
揮
し
た
頼
長
を
登
場
さ
せ
る
と
い
う
操
作
を
行
っ
た
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
 
 

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
出
な
い
。
 
 
 

最
後
に
も
う
一
点
、
掃
政
と
大
臣
と
の
間
で
付
け
合
わ
さ
れ
た
連
歌
に
つ
い
て
考
え
 
 

て
み
た
い
。
対
照
表
2
9
に
示
し
た
と
お
り
、
（
甲
）
グ
ル
ー
プ
と
（
乙
）
グ
ル
ー
プ
と
で
 
 

は
歌
の
内
容
に
違
い
が
あ
り
、
し
か
も
『
十
訓
抄
』
と
一
致
す
る
の
は
、
妖
猷
退
治
を
 
 

記
し
た
 
（
甲
）
 
の
方
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
ど
ち
ら
の
歌
が
本
来
的
か
に
 
 

決
定
的
な
証
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
間
題
を
、
「
弓
張
月
」
と
「
五
 
 

月
闇
」
 
と
い
う
二
つ
の
言
葉
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
し
て
み
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
 
 

よ
う
に
、
『
平
家
』
が
『
十
訓
抄
』
を
直
接
の
典
拠
に
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
こ
の
歌
 
 

は
当
然
、
本
来
『
十
訓
抄
』
に
載
せ
る
よ
う
な
 
「
郭
公
～
」
 
の
形
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
 
 

の
歌
に
付
け
ら
れ
た
 
「
弓
張
月
」
 
と
い
う
の
は
、
単
な
る
修
辞
に
過
ぎ
な
い
わ
け
で
、
 
 

別
に
実
際
に
は
月
が
出
て
い
な
く
て
も
い
い
の
だ
が
、
言
葉
の
喚
起
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
 
 

引
か
れ
て
、
や
は
り
月
を
思
い
浮
か
べ
が
ち
で
あ
る
。
現
に
（
甲
）
説
話
の
四
部
本
B
 
 

な
ら
び
に
延
慶
本
Ⅰ
で
は
、
場
面
に
実
際
に
月
や
郭
公
ま
で
出
し
て
き
て
い
る
。
特
に
 
 

延
鹿
本
Ⅰ
が
、
四
月
十
日
過
ぎ
の
明
る
い
月
を
持
っ
て
き
た
の
も
、
そ
う
し
た
操
作
の
 
 

結
果
で
あ
ろ
う
か
。
妖
獣
退
治
に
主
眼
が
置
か
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
よ
か
ろ
う
。
 
 

し
か
し
、
妖
怪
変
化
な
ら
ぬ
小
さ
な
鳥
を
夜
中
に
射
る
こ
と
の
難
し
さ
を
強
調
す
る
た
 
 

（
d
l
）
 
 

め
に
は
、
こ
こ
に
月
が
出
て
い
て
は
ま
ず
い
。
そ
も
そ
も
『
十
訓
抄
』
説
話
に
お
い
て
 
 

も
、
第
一
節
で
引
用
し
た
よ
う
に
「
昼
で
さ
え
、
小
さ
い
鳥
で
捕
え
難
い
と
い
う
の
に
、
 
 

五
月
の
空
で
闇
も
深
く
、
お
ま
け
に
雨
ま
で
降
っ
て
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
頼
 
 

政
の
心
中
思
惟
が
本
文
中
に
明
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
『
平
家
』
に
は
な
い
独
自
の
 
 

も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
こ
そ
が
こ
の
『
十
訓
抄
』
説
話
の
核
心
を
な
し
て
い
た
と
も
言
 
 

え
よ
う
。
そ
こ
に
 
「
弓
張
月
」
 
の
歌
が
出
さ
れ
た
の
は
、
本
来
不
手
際
と
い
う
ほ
ど
で
 
 

は
な
く
、
あ
る
い
は
も
と
も
と
の
伝
承
が
そ
う
な
っ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
し
 
 

か
し
 
（
乙
）
 
説
話
を
載
せ
る
『
平
家
』
で
は
、
こ
れ
が
 
「
五
月
闇
～
」
 
の
歌
に
差
し
替
 
 

え
ら
れ
、
「
月
」
の
語
が
消
去
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
櫻
井
氏
が
、
「
『
十
訓
抄
』
の
よ
 
 

う
な
情
景
と
連
歌
と
の
ず
れ
を
避
け
、
場
と
句
と
の
連
接
を
図
る
た
め
に
施
さ
れ
た
そ
 
 

（
d
2
】
 
 

れ
ぞ
れ
の
工
夫
の
跡
」
と
指
摘
す
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
『
平
家
物
語
』
の
語
る
横
政
の
怪
 
 

鳥
退
治
説
話
（
（
乙
）
）
 
は
、
こ
の
よ
う
に
、
単
に
自
ら
の
構
成
的
枠
組
に
合
わ
せ
よ
う
 
 

と
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
あ
る
意
味
で
『
十
訓
抄
』
説
話
が
目
指
そ
う
と
し
 
（
な
が
ら
 
 

不
整
合
を
起
こ
し
）
 
た
箇
所
に
手
を
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
に
そ
の
功
名
評
を
 
 

形
作
ろ
う
と
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
 
 

お
わ
り
に
 
 

説
話
＝
物
語
が
伝
承
さ
れ
、
そ
の
語
り
か
え
が
な
さ
れ
て
い
く
場
合
、
そ
こ
に
は
様
 
 

々
な
要
因
が
働
く
可
能
性
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
新
た
な
情
報
が
加
上
さ
れ
る
こ
と
に
 
 

よ
る
変
容
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
受
容
す
る
側
が
自
ら
の
文
 
 

脈
に
応
じ
て
修
正
を
施
し
た
り
、
ま
た
、
そ
の
対
象
の
中
に
矛
盾
を
見
出
し
て
手
直
し
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を
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
種
々
の
変
化
が
起
こ
り
う
る
。
『
平
家
物
語
』
の
異
 
 

種
本
が
多
様
に
分
化
を
遂
げ
て
い
く
際
に
も
、
全
て
で
は
な
い
に
せ
よ
そ
う
し
た
局
面
 
 

が
存
在
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
作
品
を
母
胎
に
生
み
出
さ
れ
た
と
 
 

考
え
ら
れ
る
妖
獣
「
鵠
」
 
と
、
そ
れ
に
纏
わ
る
物
語
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
情
況
を
背
 
 

負
い
つ
つ
、
さ
な
が
ら
 
「
う
つ
ほ
舟
」
 
に
揺
ら
れ
る
が
如
く
、
時
の
流
れ
の
中
を
今
ま
 
 

で
揺
蕩
っ
て
来
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
か
る
観
点
を
充
分
意
識
し
な
が
ら
、
今
後
 
 

と
も
作
品
へ
の
考
察
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
 
 

［
注
］
 
 

1
 
寛
一
本
の
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
家
物
語
』
（
岩
波
書
店
二
九
五
九
～
一
九
六
 
 

〇
）
 
に
よ
る
。
 
 

2
 
当
該
説
話
へ
の
『
山
海
経
』
か
ら
の
影
響
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
志
田
義
秀
『
日
本
の
俸
説
と
 
 

童
話
』
（
大
東
出
版
社
・
一
九
四
〓
 
四
四
～
八
九
頁
参
照
。
 
 

3
 
「
異
種
本
」
 
に
つ
い
て
は
、
大
井
善
寿
氏
に
よ
る
「
著
作
性
本
文
形
成
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
 
 

新
し
い
『
平
家
物
語
』
の
テ
キ
ス
ト
」
 
（
「
『
平
家
物
語
』
の
 
「
語
り
」
 
と
 
「
読
み
」
－
口
承
と
 
 

書
承
の
概
念
規
定
か
ら
－
」
 
（
『
軍
記
と
語
り
物
』
H
、
一
九
七
四
二
〇
）
 
五
九
頁
）
 
と
い
う
 
 

概
念
規
定
を
参
照
。
 
 

4
 
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
謡
曲
集
上
』
（
岩
波
書
店
・
一
九
六
〇
）
 
に
よ
る
。
な
お
本
 
 

曲
に
つ
い
て
は
、
島
津
忠
夫
「
作
品
研
究
 
鵜
」
 
（
『
観
世
』
一
九
八
六
・
三
）
、
山
下
宏
明
「
頼
 
 

政
と
牌
」
 
（
『
観
世
』
二
〇
〇
四
・
九
）
、
山
下
宏
明
『
繋
琶
法
師
の
『
平
家
物
語
』
と
能
』
（
塙
 
 

書
房
ニ
ー
〇
〇
六
）
な
ど
も
参
照
。
 
 

5
 
山
口
仲
美
「
怪
鳥
ヌ
エ
の
声
」
 
（
『
日
本
語
学
』
一
九
八
五
、
五
月
号
）
参
照
。
 
 

6
 
山
田
孝
雄
『
平
家
物
語
考
』
（
国
定
教
科
書
共
同
販
売
所
二
九
一
こ
四
四
四
頁
、
六
五
六
 
 

貢
参
照
。
 
 

7
 
阪
口
玄
章
『
平
家
物
語
の
説
話
的
考
察
』
（
昭
森
社
二
九
四
三
）
、
一
七
六
～
一
八
九
頁
参
照
。
 
 

8
 
生
形
貴
重
・
佐
伯
莫
丁
早
川
厚
一
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
評
釈
（
七
）
』
（
私
家
版
二
 
 

九
八
七
）
 
二
四
九
頁
に
指
摘
が
あ
る
。
 
 

9
 
泉
基
博
編
『
十
訓
抄
〔
片
仮
名
本
〕
上
・
下
』
（
古
典
文
庫
二
九
七
六
）
 
に
よ
る
。
【
 
〕
 
は
 
 

他
本
に
よ
る
補
入
。
 
 

0
 
 

1
 
 

1
 
 
 

1
 
 

2
 
 

1
 
 

3
 
 
1
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0
 
 2
 
 

1
 
 
2
 
 
 

2
 
 2
 
 

3
 
 
2
 
 

4
 
 
2
 
 

5
 
 
2
 
 
 

6
 
 
2
 
 

7
 
 
2
 
 

福
田
豊
彦
・
服
部
幸
造
『
源
平
闘
詳
録
 
（
上
）
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
・
一
九
九
九
）
 
二
四
六
～
 
 

二
六
二
頁
参
照
。
 
 

引
用
は
『
源
平
盛
衰
記
（
三
）
』
（
中
世
の
文
学
、
l
ニ
弥
井
書
店
・
一
九
九
四
）
 
に
よ
る
。
 
 

引
用
は
『
源
平
閑
静
録
と
研
究
』
（
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
二
九
六
三
）
を
、
講
談
社
学
術
 
 

文
庫
版
を
参
考
に
書
き
下
し
た
。
 
 

高
橋
伸
幸
「
内
閣
文
庫
所
蔵
増
補
系
平
家
物
語
零
本
に
就
き
て
の
研
究
 
（
本
文
篇
）
」
 
（
『
札
幌
 
 

大
学
教
養
部
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
1
9
、
一
九
八
一
・
九
）
。
但
し
引
用
は
松
尾
草
江
『
軍
 
 

記
物
語
論
究
』
（
若
草
書
房
・
t
九
九
六
）
 
に
よ
る
。
 
 

引
用
は
注
8
前
掲
薔
に
よ
る
。
 
 

講
談
社
学
術
文
庫
『
源
平
閑
静
録
（
上
）
』
、
二
五
五
貢
。
 
 

渥
美
か
を
る
『
平
家
物
語
の
基
礎
的
研
究
』
（
三
省
堂
・
一
九
六
二
）
 
二
〇
一
頁
、
二
三
〇
～
 
 

二
三
八
頁
参
照
。
 
 

冨
倉
徳
次
郎
『
平
家
物
語
全
注
釈
（
上
）
』
（
角
川
書
店
・
一
九
六
六
）
 
六
四
一
～
六
五
三
頁
参
 
 

照
。
 
 

山
下
宏
明
『
平
家
物
語
研
究
序
説
』
（
明
治
書
院
・
一
九
七
二
）
 
七
〇
貫
参
照
。
 
 

鈴
木
彰
「
『
平
家
物
語
』
巻
第
一
「
御
輿
振
」
 
の
変
容
と
そ
の
背
景
－
屋
代
本
よ
り
語
り
本
の
 
 

展
開
過
程
に
及
ぶ
ー
」
（
『
国
文
学
研
究
』
準
一
九
九
七
・
六
）
。
同
氏
『
平
家
物
語
の
展
開
 
 

と
中
世
社
会
』
（
汲
古
書
院
ニ
ー
〇
〇
六
）
 
に
所
収
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
。
三
二
三
貫
。
 
 

櫻
井
陽
子
 
「
延
慶
本
平
家
物
語
 
（
応
永
書
写
本
）
 
に
お
け
る
頼
政
説
話
の
改
編
に
つ
い
て
の
試
 
 

論
」
 
（
関
西
軍
記
物
語
研
究
会
『
軍
記
物
語
の
森
』
二
、
和
泉
書
院
ニ
ー
0
〇
二
）
 
四
一
貫
。
 
 

櫻
井
氏
、
注
2
0
前
掲
論
文
、
四
九
貫
。
 
 

生
形
象
重
・
佐
伯
真
一
・
早
川
厚
一
「
四
郎
合
戦
状
本
平
家
物
語
評
釈
（
三
）
」
 
（
『
名
古
屋
学
 
 

院
大
学
論
集
』
（
人
文
・
自
然
科
学
篇
）
 
2
1
－
2
二
九
八
四
）
 
八
八
～
八
九
貢
参
照
。
な
お
 
 

同
氏
ら
注
8
前
掲
書
、
二
三
九
～
二
五
三
貢
も
参
照
。
 
 

高
山
利
弘
「
武
勇
諦
の
表
現
－
頼
政
と
忠
盛
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
 
（
山
下
宏
明
編
『
軍
記
物
語
の
 
 

生
成
と
表
現
』
（
和
泉
書
院
・
一
九
九
五
）
）
一
七
四
頁
参
照
。
 
 

竹
相
圃
本
は
唯
一
、
（
甲
）
を
巻
四
に
載
せ
た
上
で
、
（
乙
）
を
巻
一
と
巻
四
に
重
出
さ
せ
て
い
 
 

る
。
 
 

櫻
井
氏
、
注
2
0
前
掲
論
文
参
照
。
 
 

引
用
は
、
北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
 
本
文
篇
（
上
）
』
（
勉
誠
社
二
九
 
 

九
〇
）
 
に
よ
る
。
 
 

促
し
百
二
十
句
本
の
場
合
、
国
会
図
書
館
本
は
 
（
甲
）
 
（
乙
）
両
説
話
を
載
せ
る
が
、
前
者
は
 
 
 

「
仁
平
」
の
元
号
を
欠
く
。
こ
の
形
は
城
方
本
も
同
様
だ
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
は
、
元
来
「
ホ
」
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の
斯
道
文
庫
本
の
よ
う
に
巻
四
に
元
号
な
し
で
 
（
甲
）
 
の
み
の
所
載
だ
っ
た
も
の
に
、
後
に
寛
 
 

一
本
的
な
本
文
を
参
照
し
て
 
（
乙
）
 
を
補
入
し
た
結
果
か
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

こ
の
箇
所
、
寛
一
本
で
は
「
禁
中
ざ
ゞ
め
き
あ
ひ
、
御
感
な
の
め
な
ら
ず
」
 
と
、
双
方
の
要
素
 
 

が
共
存
し
て
い
る
。
寛
一
本
と
応
永
書
写
延
慶
本
の
先
後
関
係
は
さ
て
お
き
、
い
ず
れ
に
せ
よ
 
 

禁
中
の
賞
賛
が
描
か
れ
て
い
る
点
は
同
様
で
あ
る
。
 
 

拙
稿
「
長
門
本
『
平
家
物
語
』
と
説
話
集
と
の
関
連
－
『
十
訓
抄
』
の
場
合
を
中
心
に
ー
」
（
麻
 
 

原
美
子
・
犬
井
青
春
編
『
長
門
本
平
家
物
語
の
総
合
研
究
 
第
三
巻
 
論
究
篇
』
（
勉
誠
出
版
 
 
 

ニ
ー
〇
〇
〇
）
）
 
参
照
。
 
 

『
平
家
』
諸
本
は
こ
こ
で
頼
政
を
登
場
さ
せ
る
も
の
の
、
こ
の
時
に
頼
政
が
防
御
に
加
わ
っ
て
 
 

お
ら
ず
、
作
品
内
に
お
け
る
虚
構
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
、
諸
注
釈
が
指
摘
す
る
。
 
 

赤
松
俊
秀
『
平
家
物
語
の
研
究
』
（
法
蔵
館
二
九
八
〇
）
 
l
一
五
四
～
二
五
八
貢
参
照
。
 
 

樫
井
氏
、
注
御
前
掲
論
文
五
五
貢
、
お
よ
び
小
林
保
治
「
頼
政
像
の
虚
構
性
」
（
『
国
語
と
国
文
 
 

畢
』
、
二
〇
〇
四
二
）
一
五
頁
な
ど
も
、
赤
松
氏
の
説
を
批
判
す
る
。
 
 

鈴
木
氏
、
注
1
9
前
掲
書
、
三
二
二
～
三
二
三
頁
参
照
。
 
 

注
8
前
掲
『
四
部
本
評
釈
（
七
）
』
も
、
「
果
し
て
即
位
後
と
言
い
得
る
か
、
微
妙
」
 
（
二
些
二
 
 

頁
）
 
と
し
て
い
る
。
 
 

赤
松
氏
、
注
3
1
前
掲
書
、
二
五
九
～
二
六
〇
貢
参
照
。
 
 

志
田
氏
、
注
2
前
掲
書
、
四
九
～
五
三
貢
参
照
。
 
 

9
 
 3
 
 
 

0
 
 
4
 
 

1
 
4
 
 

2
 
 
4
 
 ［

付
記
］
本
稿
は
、
一
九
九
九
年
〓
月
二
一
日
に
行
わ
れ
た
台
糖
日
本
語
文
畢
含
第
t
三
〇
回
例
 
 
 

会
発
表
に
基
き
、
そ
の
後
の
新
た
な
研
究
成
果
を
も
取
り
込
ん
で
、
二
〇
〇
七
年
一
月
一
二
日
 
 
 

に
慈
帝
大
畢
東
方
語
文
拳
系
教
師
論
文
発
表
会
で
口
頭
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
貴
重
 
 
 

な
御
意
見
を
賜
っ
た
方
々
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
 
 

（
う
ち
だ
 
や
す
し
 
台
湾
・
慈
帝
大
畢
東
方
欝
文
筆
系
 
助
理
教
授
）
 
 
 

水
原
一
校
注
『
平
家
物
語
（
上
）
』
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
・
一
九
七
九
）
三
六
六
～
三
七
四
頁
 
 

参
照
。
 
 

高
橋
俊
夫
「
延
慶
本
平
家
物
語
説
話
敬
1
宝
物
集
と
の
関
係
を
め
ぐ
つ
て
 
（
中
）
－
」
 
（
『
圃
畢
 
 

院
雑
誌
』
、
一
九
七
六
・
七
）
お
よ
び
稲
田
秀
雄
「
「
ワ
ザ
ハ
ヒ
」
説
話
私
注
－
磁
石
・
摸
の
こ
 
 

と
に
及
ぶ
－
」
（
水
原
一
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
考
証
 
四
』
、
新
典
社
二
九
九
七
）
を
参
照
。
 
 

拙
稿
、
注
2
9
前
掲
論
文
参
照
。
 
 

注
㍑
前
掲
論
文
「
四
部
本
評
釈
（
三
ご
も
、
「
鳥
羽
院
治
世
下
の
こ
と
と
す
る
か
。
」
（
八
七
頁
）
 
 

と
す
る
。
 
 

櫻
井
陽
子
氏
、
注
2
0
前
掲
論
文
四
七
真
に
も
、
「
頼
政
は
五
月
雨
の
闇
の
中
で
、
小
さ
な
鳥
を
 
 

射
た
か
ら
こ
そ
、
一
層
そ
の
武
芸
の
評
価
が
高
ま
る
の
で
あ
る
。
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
 
 

櫻
井
氏
、
注
2
0
前
掲
論
文
四
七
貢
。
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14  ⑬  5   4  3   2  

a   b  a  b  a  d  C  b  a   

物  は  政  喫  政  政  々                  秦  
の  五   見  頃  頼  梼  頼  頼  （ ぺ  源  各   源  か  天  公  天  夜  御  近   院  

の  

時   

ス＿             の  十  し  苧  （）  命  に  し  に  ら ヽ      議  の        代  

人  日  た  ス＿  

〈  
々  ヽ  ら ヽ  

ん  者  れ  者  か  は  

ヽ  五 八   

大   て   

勢  

ヽ＿．．．＿   

武   田  B  

で   士   の  亨  田 の  き 武      「 頼  
見  あ  て  小  
守  

つ   五  

た  

0   ノ亡   長   

な  月  を  邑  兵   

、r  
0  

重 出  い だ  闇 の  
頭  

（）  よ   ▼‾   

う  変   
て   

団  と   化  悩  く  

に  草  退  を  る  

黒  

ち   
「 五  ス．  

治 の  

止  

め   
月   

雲  

命  命  た  に   五   

野  ノゝ TJ  
令  

■■－  」  あ  六  

は  は  と  田  ）  

で あ る  聞  聞  が  

レ＼  い  あ  

■▼－  た  た  
ワ■■  つ  

ヽ■・－  

ヽ＿ と  」  ヽ．．＿  

が  と  と  
が  が  明  

な  な  
確 く〉  しヽ  

0  レ＼ 0  ヽ＿．■・′   

」  」   
）  

◎  ○  ○  ○  ○  ○        ○  十訓抄   

▼  ●  ◎  ○  ○  ○  ○      ○    長門本  

○  ◎  ○  △  ○      ○    四部本A  

○  ○  ○  ○    ○      屋代本  

○  ○  ○    ⊂）      延慶本Ⅱ   

▼  ＠  ★  ○  ○  ○  ○  ○  ○      闘評録   

○  ●  ★  ○  ○  →  ＃  ○  ○    ○  ○  ○  ○  ○      四部本B  

★  ○  ○  ＃  ＊  ○  ○    ○  ○  ○    ○        延慶本Ⅰ  

【
資
料
1
】
 
「
鶴
」
説
話
梗
概
・
諸
本
対
照
表
 
 

怪
鳥
↑
 
1
妖
獣
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24  ▲  ★   ▼  

C  b  a  b  a  C   ：b   a  C  b  a  bla b  a  b  

（  

宇  大  当  頼  頼  天  射   u ：射  射  確  ま  怪  鳴  在   頼  怪  何  夜‘  ■′■・ヽ 見  頼  頼  頼  頼  

治  埜        皇    落    か    し    し  政      が  物  政                      ．■■■■ヽ        な  大      Vヽ   「      更  の  は  
ヽ  の：の                 □        手  鏑      物  失      田  上  

も            臣  右         上    れ     嘩  

原   
し              大             た     ス＿  

頼 長 〉  藤 原 ノ＼    ○    の 感 艮    の 物 ま    つ 宅    ヽ 失    え た ○  ヽ 武 士  え た 0    雲 が  が ヽ  し た            が  

下   田   

放  
と し      つ て   
て     来  見  分  

が       ▽    気       た 0                             る  の     て ヽ  守  を  

0                                    し ち  賜 を      感 中    な 複     せ ヽ  生        田   

し  命     御   た 0   
原  続 しヽ  は   

【＝l 獣  

可  て  な  た  

い  人  
0  

だ  を  

哀  ろ   射  目  
賜 の  よ  宅  臼 0  

記  0  の  L＿  つ  
《  矢  

と  
で  卒  草  

載 は  
ス＿  な  射  

人   
し＼   落   て  

幡  し＼  

が  
ヽ  大   た  蛇  と し  

0  

悶 lコ  

大  虎  
薩  臣  ●  

へ  
は   鳴   

の   
頼  く  

祈  
声  

き  念  
は  0  

ヽ一′  
鶴  ヽJ  

臼   

鶴 田  

○      ○        ○      ○    一う・  

○    □        ○  ○  ー・⇒  ○  （⊃  

田      ○    口        ○  ○  →  

○  ○  ○    ○    ○  

○    ○    ▽  ○  ○  

○  ○  ロ      ○  ○    ○    ○  ○  ▲  ○  ○  ○  ○  

○；  ○  □    ○    ○    ◎    →  ○  ○    ○  →  ⊂）  ○  

○  口 u 口  （⊃  ○  ○  口 口 口    ○    ◎    →  ○  ○    ○  ○    ○  ○  
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田  ■  田  ◆   田  

b：a  j b 

射  轟  人  芙  大  大  折  壷  頃  大  大   

落  政  々  臣      か      臣  頃   

と  は ヽ  

ヽ  ，士ヒ 日  階   

も   
変  失  が  由      が      由  り   
化  敗  武  は      鳴      は  て   
の    芸  雲      し＼      雲  

物  た  の  外      て      外  る 0  
は ヽ  ら ヽ  み   の       通       の  

な   雁       り       雁   
う  自  ら  を      過      を            ぎ      射   

同  分  ず              ほ      た          た   

を  歌      宅    宅    舟 に  
ヽ  

入   今   

れ  た  勝  「 の  の   

て  人  れ  頼  頼   

さ  射  い  は  は   

れ  よ  る  雨  
雨   

と し＼  と   と   で  で  

鵠   

を  
射  

し＼   

た     」   
L．－．  草   を   鶴             つ 0  ス． て   寅 賛 し  を 射 た  た  

過  と  

ぎ  あ る  

ぬ   1■■ ヽ．＿  

と  と  

思  が  
ふ  
に  明   
」  確  

）  ）  

○  ○    ○  →    ◆  

○  ○  ○    ◆  ○  

○  →  

→  ○      →    ○          →  ○      →    ○              ○  ○  ＠      ○            ○  ○  ○      ○  ○  →  ○      ○  ○    ○    ○  

（
凡
例
）
 
 

・
当
該
記
事
の
有
無
を
 
「
O
」
 
に
よ
っ
て
示
し
、
空
欄
は
そ
の
記
事
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
表
す
。
 
 

・
当
該
項
目
が
後
出
す
る
場
合
は
、
「
＊
」
 
「
★
」
等
の
記
号
で
そ
の
位
置
を
示
し
て
項
目
を
（
 
）
 
で
括
り
、
前
出
す
る
場
合
は
「
ご
 
で
示
し
た
。
 
 

・
互
換
性
の
あ
る
対
立
項
目
同
士
は
、
点
線
＝
・
・
・
・
▲
に
よ
っ
て
区
切
っ
た
。
ま
た
、
対
立
項
日
の
間
に
別
の
項
目
が
割
り
込
ん
で
い
る
場
合
は
、
そ
の
数
字
を
○
で
囲
ん
で
示
し
 
 
 

て
あ
る
。
（
例
…
⑬
）
 
 

去
十
訓
抄
』
と
『
平
家
物
語
』
諸
本
は
二
重
波
線
董
に
よ
っ
て
、
ま
た
怪
鳥
退
治
と
妖
獣
退
治
と
の
差
異
は
太
線
 
 

・
内
容
の
微
妙
な
差
異
を
、
「
＃
」
 
「
◎
」
 
「
△
」
「
□
」
 
「
▽
」
等
の
記
号
で
区
別
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
 
 

に
よ
っ
て
区
切
っ
た
。
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【資料2】「鵠」説話・関係略年表  

西暦  和暦  天皇  事項   

1103  康和五  堀河  

1104  長治元  陳頼政誕生。l   

鳥羽  

1120  保安元  藤原頼長誕生。   

崇徳  

1129  大治四  白河法皇崩御。鳥羽院政開始（27歳）。   

1139  保延五  近衛天皇（鉢仁）誕生。藤原美定誕生。   

近衛  

1143  康治二  二条天皇（守仁）誕生。   

1149  久安五  藤原掃長、左大臣就任（30歳）。   

1150  六  頼長養女（藤原公能女）・藤原多子、近衛天皇（12歳）に入内。   

1151  仁平元  1月26日、改元。   

1154  久寿元  10月28日、改元。   

後白河  

10月22日、頼政、兵庫頭になる（52歳）。l  

1156  7月、鳥羽上皇崩御（54歳）。保元の乱勃発。藤原頼長戦死（37歳）。  

二条  

1159  平治元  12月、平治の乱勃発。   

1160  1月、藤原多子、二条天皇（18歳）に入内。8月、多子の実父・藤原公能、右大臣就任（46  

歳）。同じく同母弟・藤原実定、中納言（22歳）。  

1161  8月11日、右大臣藤原公能、菜去（47歳）。高倉天皇（憲仁）誕生。  

応保元  9月4日、改元。  

1163   3月29日、改元。   

1164  藤原経宗、右大臣就任（46歳）。藤原実定、権大納言（26歳）。   

六条  

1166  藤原経宗、左大臣就任（48歳）。llO月、頼政、兵庫頭辞任（63歳）。l   

1167  仁安二  平清盛、太政大臣就任（50歳）。ll月、頼政従四位下、昇殿（64歳）。】   

高倉  

1177  3月、実定大納言。4月、比叡山の衆徒、内裏へ御輿振。匪褒章亘垂コ  

6月、鹿ヶ谷事件。  

1178   安徳天皇（言仁）誕生。t12月、頼政従三位に昇進（75歳）。l   

1179  11月、平清盛、クーデターで朝廷粛清。後白河法皇幽閉。   

安徳   

5月、頼政、以仁王を奉じて挙兵、宇治で敗死（77歳）。t  

1181   1月、高倉上皇崩御（21歳）。  

閏2月、平清盛死去（64歳）。   

年齢は数え年による。なお、源頼政関係の箇所を、⊂コで囲んだ。   
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